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研究成果の概要（和文）：初年度に、イタリアの「戦争文学」とはという問いに、収容所を切り口として答えを
用意した。すなわち、イタリアにとって戦争（一次大戦）は、近代国家への飛躍であると同時に、深刻かつ幅広
い「収容」状態により、停滞とトラウマを強いるものであった。二年目は、そうした収容所でのクリエイティヴ
ィティとして、ガッダのメモや習作群を検討した。ガッダにおいては、経験というよりも文学自体が妄執と化
す。最終年度は、移動との対比で収容経験を語る可能性が追求できた。以上、異なる角度からのアプローチが、
「収容所文学」なる新たなジャンルの提起に、結果的に示唆的であったところに本研究の成果をみたい。

研究成果の概要（英文）：In the first year, I prepared an answer to the question of what Italy’s “
war literature” was, using a frame from the concentration camps. In other words, for Italy, the war
 (World War I) was a leap forward into becoming a modern nation, but at the same time, it also 
forced stagnation and trauma due to the severe and widespread state of “containment”. In the 
second year, I examined Gadda’s notes as a source of creativity in the camp. In Gadda, literature 
itself, rather than experience, becomes an obsession. In the final year, I was able to pursue the 
possibility of talking about detention in contrast to Migrant literature. The results of this 
research can be seen in the fact that approaches from different angles have been suggestive in 
proposing a new genre called “concentration camp literature”.

研究分野： イタリア文学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
世界大戦はなにも戦いや衝突ばかりではなく、一種の停滞も生んだ。「捕虜の世界史」は、戦争の裏を見つつ
も、深い傷としての戦争（と人間存在）の本質に迫ることを社会に対し、はじめて明かしている。捕囚とそのト
ラウマや自己喪失に至る効果は、幅広くみられた現象であると同時に、「収容所文学」のような新たな創造性の
発露という固有の事象を生む。その固有性に、横糸としてのジャンルを創設することを本研究は企図し、学術の
世界で、さまざまな発表や論文でうったえるよう試みた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

(1) 研究開始当初の背景として、第一次世界大戦から一世紀（2014~2018）を経
て、欧州を中心に、大戦についての文化・社会的な考察の深まりがみられてい
た。ここで確認されたこれまで顧みられたことのなかった事象に、歴史上、類
をみない規模と過酷さの捕囚であり、その影響（心的外傷や語り）がある。そ
れをあきらかにしたのは、イタリアでは『塹壕にて。一次大戦の作家』In 

trincea. Gli scriƩori alla grande guerra（当時の若手作家の大戦体験についての
2015 年シンポジウムの論集、2017）と、日本では大津留厚『捕虜が働くとき』
（2013）である。 

(2) 前項と並行して、大戦の再検証の際、夥しい数の戦争文学の発掘と再発掘
が、イタリア文学界において進められた。一次大戦は、文学性の強い総合的な
経験として、二次大戦と比されて、「真の戦争」（L.スタンダー）とみなされる
にいたったのだった。しかし「戦争文学」は、主に戦場において書かれた自伝
的記録、あるいは創作として再構成された経験がもととなっている。近年発刊
された、一般むけの叢書「大戦小説集」“NarraƟva della Grande Guerra”（Corriere 

della Sera, 2016）は、名作撰というよりも、著名な作家による一次大戦話とい
う触れ込みで、一人称における自己の語りが中心であった。個に根差した貴重
な証言が、もはや「文学」作品とみなされているのである。 
 
２．研究の目的 

(1) そこで今回の研究計画では、まず勃発と終了から一世紀を経る現在まで蓄積
されてきた一次大戦の「戦争文学」研究から、重要な作品のトポスを挙げ、引
き続き既存の叢書やアンソロジー（Mondadori 社版等）にとらわれずに、イタ
リアの「大戦」についての戦争文学を、広く体系的にとらえ、口頭発表や論文
執筆、作品翻訳によって、現状に疎い日本の学界と一般に広く認知を図る。 

(2) 前項に次ぐ目的として、「戦争文学」の文脈において、戦場の外すなわち捕
虜収容所で記されている C.E.ガッダの「手帖」がもつ異質性ならびにインパク
トをあきらかにする。いわば「文学者の巣窟」であった収容所には、ガッダだ
けでなく、独文学者 B.テッキ（1896-1968）、詩人 U.ベッティ（1892-1953）や、
戯曲家 A.カゼッラ（1891-1957）がおり、彼らの作品もまた捕囚体験の副産物
として、本研究が新たに提起するジャンル「収容所文学」の典型とするよう目
している。 
 



３．研究の方法 

(1) 国内を中心とした調査と文献資料収集と検討を集中的に行う。以前の海外調
査も参考にしつつ、イタリア「戦争文学」文献総合リストと、捕囚体験を中心
とした新たな資料（写真や書類）を集めたアーカイブを構築する。 

(2) 捕虜収容所跡地のラシュタット連邦資料館（ドイツ）、ウィーン帝国海軍資
料館 K.u.K.、トリエステ国立資料館（イタリア）の三カ所にて、捕虜文学につ
いての資料収集を行う。日本で捕囚に遭った B.ピンスキ（1891-?）が残した手
帖ほかについて調査する。 

(3) 応募者が所属するイタリア近現代史研究会と POW（戦争捕虜）研究会を通
して、戦争捕虜資料研究の発表と機関紙投稿を行う。 
 
４．研究成果 

(1) 3 年間の成果として挙げたいのは、第一線の研究者との交流と一連のアウト
プットの機会である。一次大戦の戦争捕虜研究を担ってきたジョルジョ・ミロ
ッコ氏への訪問はかなわなくとも、引き続き E メールによって情報交換を行う
ことができた。また南京大学教授の孫江氏から、一次大戦時の英字新聞記事を
送っていただいた。これらが POW 研究会での講演に活きている（そこではエ
キスパートの会員の方々とも活発な議論ができた）。その後、以前から予定し
ていたエジンバラ大学訪問が叶い、収容所文学の代表的な作家、カルロ・エミ
リオ・ガッダの研究センター代表のダヴィデ・メッシーナ教授ならびに講師の
エマヌエーラ・パッティと直接意見交換ができた。また先方の要請にもとづき
行った、ガッダに近い現代の作家パゾリーニについての講演会においても公開
で活発なやりとりができた。また、筆者の 2021 年の単著『インターライン 
比較文化研究』Interlinee. Studi comparaƟ e oltre を評価する、ペルージア外国人
大学准教授のシリアーナ・ズガヴィッキア氏の招待をうけ、シンポジウムに参
加することで、収容所文学とトラウマ文学の地平に、あらたにジェンダーの視
座を加えることができた。ズガヴィッキア氏は『“彼女”の文学』Romanzo di lei

との研究書で、イタリア文学における女性性を他の誰よりも探求してきたから
である。総じて、いわゆる「創作」の源として収容所（存在の猶予期間たりえ
る場）をとらえ直しが行えた。 

(2) 期間全体の成果をまとめると、初年度に、イタリアの「戦争文学」とはとい
う問いに、収容所を切り口として自分なりの答えが返せるようになった。イタ
リアにとって戦争（一次大戦）は、近代国家への飛躍であると同時に、深刻か



つ幅広い収容状態により、停滞を余儀なくするものであった。それが作家や芸
術家に与えた影響は、トラウマと呼べるものであった。2 年目は、そうした収
容所での作家がクリエイティブであろうとする苦悩の足跡であるメモと習作群
を、個別のガッダの例に検討したが、経験というよりも文学自体が妄執と化し
ていく様が確認できている。3 年目は、移動との対比で収容経験を語る可能性
を追求できた。年ごとに異なる角度からのアプローチが、「収容所文学」なる
新たなジャンルの仮定に示唆的であった。 
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